
第

回
「
ふ
じ
の
花
ま

35」

（

）

つ
り
が
５
月
９
日
土

か
ら

日
（
日
、
東
田
川

）

10

文
化
記
念
館
と
藤
島
歴
史

公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
は
、
ふ
じ
の
花
ま

つ
り
実
行
委
員
会
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ふ
じ

し
ま
観
光
協
会
（
電
話
64

・
２
２
２
９
）
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

は
、
９
日
（
土
）

時

ト

10

分
～

時
に
、
藤
島
歴

30

11

史
公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
で
、

藤
島
児
童
館
和
太
鼓
教
室

「
稻
魂
太
鼓
、
ふ
じ
し
ま

」

太
鼓
「
鼓
粋
」
に
よ
る
太

鼓
演
奏
。

は
、

ふ
じ
の
花
盆
栽
展

（

）

（

）、

９
日
土
～

日
日

10

９
時
～

時

分
、
東
田

16

30

川
文
化
記
念
館(

屋
外)

、

ふ
じ
の
花
マ
ル
シ
ェ
は

（

）

（

）、

９
日
土
～

日
日

10

時
～

時
、
藤
島
歴
史

10

16

•

公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
で
、

ぽ
っ
ぽ
の
湯

藤
島
名
寄

••
JA

H
M

IN

交
流
友
の
会・

つ
る
お
か
夢

BU
RG

ER

屋
台

薪
窯
ピ
ッ
ツ
ァ
ベ

•

ル
ポ
ス
ト
・
櫻
屋
・
ま
あ

ち
ゃ
ん

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス

•壱
番
屋
・
ク
リ
ー

CoCo

ン
ロ
ー
ド

家
福
圓

庄

•
•

内
農
業
高
校
・
２
号
室
と

•
•

コ
ー
ヒ
ー

い
づ
み
や

ト
ゲ
ヤ
マ
・
和
布
リ
メ
イ

ク
「
祐
」

り
ー
ふ
等
。

•

庄
農
う
ど
ん
は
、
９
日

（
土
）
の
み
、
１
０
０
個

限
定
販
売
で
す
。

、

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
は

（

）

（

）、

９
日
土
～

日
日

10

時
～

時
、
藤
島
歴
史

10

15

公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
で
、
パ

ikatakoj

フ
ォ
ー
マ
ー
「

さ
ん
の
公
演(

：

～)

14

00

ふ
じ
の
木
陰
コ
ン
サ
ー
ト

(

オ
カ
リ
ナ
等
の
楽
器
演

奏)

出
演
は
、
い
そ
と
ら
ち

ゃ
ん

つ
っ
ち
い
、
オ

w
ith

•

カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

、

、

グ
レ
ー
ニ
ア

G
ood

for

ヤ
ス
ダ
、
み
か
☆は

、
９
日

俳
句
大
会

（
土
）
～

日
（
日
、
９
）

10

時
～

時

分
、
東
田
川

16

30

文
化
記
念
館
で
、
５
／
２

～
５
／

東
田
川
文
化
記

23

念
館
に
投
句
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

ふ
じ
の
花
芸
術
文
化
展

は
、
４
月

日(

土)

～
５

18

月

日(

日)

・
９
時
～

31

16

時

分
、
東
田
川
文
化
記

30
念
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
藤(

月

曜
休)

で
、
藤
島
芸
術
文
化

協
会(

藤
彩
色
葉
会
、
和
紙

ち
ぎ
り
絵
の
会)

の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

は
、
９

む
か
し
話
語
り

日
（
土
）

時
～

時

10

11

30

分
に
、
東
田
川
文
化
記
念

館
和
室
で
、
藤
島
語
り
の

会
に
よ
る
む
か
し
話
の
か

た
り
で
す
。

駅
か
ら
ハ
イ
キ

他
に
「、

、

ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ス
タ

「ン
プ
ラ
リ
ー

グ
ラ
ウ

」、「

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

三

」、「

輪
車
＆
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
タ

イ
ム
レ
ー
ス

働
く
車

」、「

の
展
示
試
乗

藤
の
管

」、「

」
等
、
多
彩
な

理
講
習
会

企
画
が
あ
り
ま
す
。

夜
藤
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
２
日
（
土
）
～

日
23

（

）、

、

土

時

分
～

時

18

30

21

藤
島
歴
史
公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ

花
と
藤
島
体
育
館
周
辺
の

藤
棚
で
、
夜
の
藤
も
楽
し

め
ま
す
。
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4月 33人 40,690円
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第

回
ふ
じ
の
花
ま
つ
り

35
５
月
９
日(

土)

～

日
（
日
）

10

東
田
川
文
化
記
念
館
／
藤
島
歴
史
公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
改
定

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
３
年
３
月
に
策
定

し
た
「
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
を
改
定
し
ま
し

た
。学

校
施
設
は
、
市
全
体
の
公
共
施
設
の
約
３
割
を

占
め
、
そ
の
約
５
割
が
築

年
を
超
え
て
お
り
、
老

30

朽
化
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

「

」

本
計
画
に
記
載
す
る

直
近
５
年
間
の
実
施
計
画

（

）

、

左
表

は
現
時
点
で
の
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
り

各
年
度
の
事
業
実
施
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
と

し
て
い
ま
す
。

■直近５年の実施計画

予定事業 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

義務教育 藤島地区 藤島地区 藤島地区 藤島地区 藤島地区 

学校整備 設計 設計 工事 工事 工事

予防改修事業 鶴五中校舎 
鶴五中校舎 鶴五中校舎 朝一小 朝一小 

温海中屋体 鶴二中 鼠ケ関小 大山小校舎

櫛引西小校舎 

鶴二中

長寿命化改修 大泉小校舎 朝三小屋体
朝三小校舎 

櫛引西小屋体

屋体棟 あさひ小 
照明改修 あつみ小 

櫛引東小 

鼠ケ関小

一 一 一 一

校舎棟 櫛引西小 

照明改修 櫛引南小 

朝一小  鶴一中 朝三小　鶴五中 

朝二小  鶴二中 朝四小　豊浦中 

朝六小  鶴四中 黄金小　温海中 

斎　小 豊浦小 
大泉小 湯野浜小 

京田小 大山小 

上郷小 西郷小

羽黒小　　羽黒中 

広瀬小　　櫛引中 
櫛引東小  朝日中 

あさひ小 

あつみ小 
鼠ケ関小

屋体棟 

空調増設
鶴三中 鶴二中 鶴五中

※本計画は現時点での方針を示すものであり、各年度の事業実施を保障するものではない。



長
野
市
の
道
の
駅
近
く

に
歌
碑
が
あ
る
。
そ
の
歌

は
、
作
詞
作
曲
し
た
窪
田

聡
が
戦
時
中
に
疎
開
し
て

い
た
信
州
の
情
景
と
家
族

の
生
業
を
込
め
「
か
あ
さ

、

ん
の
歌
」
と
し
た
。

押
井
秀
城
君
は
、
発
表

後
の
作
文
を
母
宛
に
こ
う

記
し
た
。

「
獅
子
お
ど
り
に
来
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
夜
お

そ
く
ま
で
寝
な
い
で
作
っ

た
着
物
は
か
っ
こ
よ
か
っ

た
よ
。
そ
れ
を
着
て
踊
っ

て
み
た
ら
す
ご
く
う
ま
く

踊
れ
た
よ
。
最
後
ま
で
き

ち
ん
と
見
て
く
れ
て
本
当

に
あ
り
が
と
う
」。

と
、
素
直
な
気
持
ち
で

感
謝
を
伝
え
、
着
物
を
通

じ
家
族
と
一
体
と
な
っ
た

踊
り
を
喜
ん
で
い
る
。

１
９
９
７
（
平
成
９
）

年

月
１
日
に
デ
ビ
ュ
ー

11
し
た
初
代
渡
前
小
学
校
子

ど
も
獅
子
は
、
夜
な
べ
ま

で
も
辞
さ
ず
、
小
道
具
や

衣
装
の
隅
々
ま
で
手
作
り

し
た
父
母
や
祖
母
た
ち
に

支
え
ら
れ
、
発
表
の
日
は

そ
の
人
た
ち
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。

、

小
野
寺
乃
梨
恵
さ
ん
は

準
備
に
関
わ
っ
た
小
野
寺

勇
治
さ
ん
宛
て
に
、

「
本
番
の
時
の
私
た
ち
は

上
手
に
で
き
て
い
ま
し
た

か
？
」
と
振
り
返
り
、

「
１
５
０
年
も
前
の
踊
り

を
地
域
の
人
た
ち
が
い
っ

ぱ
い
見
て
い
て
く
れ
ま
し

た
」。と、

会
場
に
駆
け
つ
け

た
多
く
の
人
を
見
て
、
地

域
の
一
員
と
し
て
の
自
分

に
気
づ
き
、
喜
び
を
表
現

し
て
い
た
。

現
在
、
鶴
岡
駅

前
で
薪
釜
で
焼
く

ピ
ザ
を
提
供
し
て

い
る
石
向
大
和
君

は
、
棒
使
い
師
匠

の
齋
藤
耕
紀
さ
ん

宛
て
に
、

「
居
残
り
練
習
で

自
信
が
つ
き
ま
し

た
。
あ
せ
っ
て
棒

を
落
と
し
そ
う
に

な
っ
た
け
ど
、
が

ん
ば
っ
て
で
き
て

最
後
は
大
き
な
拍
手
を
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」。

と
、
自
信
を
つ
け
た
自

分
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

･･･

（

）

つ
づ
く

戦
争
し
た
い
ん
だ
が

毎
日
の
新
聞
テ
レ
ビ
を

見
て
、
な
ん
で
そ
ん
な
に

戦
争
へ
戦
争
へ
と
急
ぐ
ん

だ
？
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

▲
思
え
ば
、
今
を
去
る
50

年
前
の
メ
ー
デ
ー
で
の
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
「
再
、

軍
備
反
対
」
が
主
題
だ
っ

。

、

た
記
憶
以
来
自
民
党
は

法
制
局
長
官
の
首
を
代
え

て
ま
で
、
憲
法
の
平
和
原

則
に
爪
を
立
て
、
あ
ー
だ

・
こ
ー
だ
と
理
屈
を
こ
ね

て
は
、
今
の
戦
争
へ
戦
争。

へ
の
姿
に
し
て
い
る
ん
だ

▲
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
当

時
、
小
学
生
向
け
の
小
冊

子
に
、
日
本
は
戦
争
を
し

な
い
国
に
な
っ
た
ん
だ
。

世
界
で
初
め
て
の
事
で
素

晴
ら
し
い
事
な
ん
だ
・
と

教
え
た
と
言
う
も
の
が
。

そ
れ
が
、
先
日
ま
で
集
団

的
自
衛
権
が
な
い
と
の
憲

法
解
釈
は
、
日
本
が
責
め

ら
れ
て
も
い
な
い
の
に
先

制
攻
撃
も
、
ア
メ
リ
カ
の

戦
争
に
加
わ
る
事
も
出
来

る
と
言
い
始
め
た
ん
だ
。

▲
そ
し
て
武
器
輸
出
三
原

則
を
変
え
る
ば
か
り
か
、

国
営
で
人
殺
し
の
武
器
を。

造
り
輸
出
が
出
来
る
事
に

今
ま
た
、
佐
藤
栄
作
首
相

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
貰

っ
た
理
由
の
非
核
三
原
則

ま
で
投
げ
捨
て
ら
れ
る
危

険
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。

▲
戦
争
を
す
る
為
に
は
、

反
対
す
る
者
を
抑
え
込
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為

の
か
つ
て
の
法
律
・
治
安

維
持
法
と
な
る
法
律
が
提

案
さ
れ
よ
う
と
し
、
一
時

的
に
憲
法
を
抑
え
込
む
法

律
・
緊
急
事
態
条
項
が
参

院
の
野
党
の
一
部
か
ら
も

賛
同
を
得
ら
れ
そ
う
だ
か

ら
と
、
こ
れ
ま
た
自
民
党

と
維
新
が
喜
ん
で
い
る
と

の
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

▲
こ
こ
ま
で
そ
ろ
え
ば
、

真
珠
湾
攻
撃
前
夜
と
同
じ

状
況
だ
ろ
う
が
、
絶
対
的

に
違
う
の
が
平
和
憲
法
が

あ
る
事
だ
。
だ
か
ら
、
首

相
も
自
民
も
維
新
も
、
憲

法
改
正
に
執
念
を
燃
や
す

わ
け
。
故
に
、
９
条
に
自

衛
隊
を
書
き
込
む
の
も
絶

対
に
ダ
メ
（
石
川
）

。

（

）

三
川
看
黄
花

三
川

黄
花

看

城
貞

藤

花

に

を

る

の

さ
ん
せ
ん

こ

う

か

みの

に

る

黄
花
赤
水
渡
河
辺

黄
花

赤
水

河

辺

渡

こ

う

か

せ
き
す
い

か
わ

あ
た
り

わ
た

き
て

を

れ
ば

に

な
る

行
過
三
川
藤
島
連

行

三
川

過

藤
島

連

ゆ

さ
ん
せ
ん

す
ぐ

と
う
と
う

つ
ら

る

め
る
に

う

雨
足
光
風
勧
農
潤

雨

足

光
風

農

勧

潤

あ
め

た

こ
う
ふ
う

の
う

す
す

う
る
お

く
し
て

と
し
て

せ
ざ
る
は

し

春
深
無
処
不
耕
田

春

深

処

耕
田

無

は
る

ふ
か

と
こ
ろ

こ
う
で
ん

な

菜

花

咲

乱

赤
川

辺

道

過

の

が

き

れ
て
い
る

の

り
か
ら
は

を

行

旧
藤
島
町

続

。

ぎ
て

く
と

に

い
て
い
る

に
は

な

が
あ
り

の

ち
の

い

が

農
作
業

十
分

雨

春

気
持

良

風

き

を
す
る
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

み
を
う
け
て

吹

仕
事

恵

。

い
る

春

深

耕
作

所

。

も

く
な
り

し
て
い
な
い

は
な
い

の

の

に
な
っ
て
い
る

じ
ゅ
う

三
川

黄
花

足

＝
三
川
町
。

＝
菜

花(

三
川
町

町
花

)

。

＝

ぶ
ん
で
あ
る

の

に

ち
よ
く

く

め
ぐ
み

。

＝
春

日

気
持

吹

風
。

＝
仕
事
。

＝

光
風

勧

潤

受

。

＝
耕

田
。

け
る

し
た

耕
田

渡
前
小
子
ど
も
獅
子
踊
り
今
昔
物
語

子
ど
も
獅
子
誕
生
秘
話
⑥

渡
前
獅
子
踊
り
保
存
会

太
田
功


